湖州师范学院2014年日语本科专业学位考试命题说明及样卷
一、命题说明
1、 命题依据
根据日语本科专业应达到的4~8级专业基础知识水平的基本要求，按教育部《日语本科专业教学大纲》规定的知识范围，以日语“国家规划教材”为考试主要内容。主要涉及的教材有：《新编日本语》1~4册（上海外语教育出版社出版）；《日语综合教程》5~6册（上海外语教育出版社）；《高级日语》1~2册（上海外语教育出版社）；《日语专业等级考试试题选》（高教出版社）；《日本文学史》（大连理工大学出版社）等。这些教材既是我校日语本科专业的主要教材，又与国内高校的日语本科专业通用的教材一致。
2、 题型

日语本科专业学位考试题型采用统一规范的日语试题题型。分为三大部分：

第一部分：语言知识（含文字、词汇、词义、语法、阅读理解等五个组成部分）

第二部分：文学知识（含基本知识与作家与作品的选择判断两个部分）

第三部分：语言知识综合应用（含翻译与作文两个部分）

3、 试题范围与分值比例

   本试卷分值设定为100分。具体分布如下：

试卷第一部分共设四个小题。分别为问题（一）（二），共40个词汇（文字），每个0.
5分，计20分；问题（三）（四），共30个词语（含语法和惯用语），每个1.0分，计30分；问题（五）共设15个问答题，每个1.0分，计15分；第二部分共设两个小题。问题（六）（七），共20个问答题，每个1.0分，计20分；第三部分共设两个小题。问题（八）为日译汉或汉译日5个短句，每个1.0分，计5分。问题（九）为作文，计10分。

4、 考试时间

本试卷考试时间限定为：120分
二、试题样卷
第一部分  言語知識
1、 文字　語彙　
	得分

	


(一)　次の下線の言葉の読み方を後のabcdから一つ選びなさい。（10点）

　1、政治家はマスコミに登場することのより、政党の存在や実績などを国民に訴えることができる。

　　　1、登場　a　どうしょう　b　とうじょう　c　とじょう　d　とうしょう

　　　2、政党　a　ぜいどう　b　せどう　c　せいどう　d　せいとう

　　　3、存在　a　そんさい　b　ぞんざい　c　そんざい　d　ぞいざい

　　　4、実績　a　じつせき　b　じせき　c　じっせき　d　じっえき

　　　5、訴える　aうたえる　b　とえる　c　うったえる　d　とらえる

　　　　2、第二次世界大戦が終了し、共産主義国家のソビエトが、資本主義のアメ

リカがドイツ問題で対立した。そして、両国の間で、戦争の危険が高まり、「ソ

ビエトの壁」をつくるなど、東西対立が始まった。この対立状態をさす「冷戦」

という言葉は、1985年、ソビエトの国家体制が崩れるとともに、徐々に使われ

なくなった。

　　　6、大戦　a　だいぜん　　b　だいせん　c　たいぜん　d　たいせん

　　　7、対立　a　だいりつ　　b　たいりつ　c　たいりき　d　たいたち

    8、危険　a　ぎけん　　　b　きけん　　c　きげん　　d　しけん

　　9、壁　　a　がべ　　b　がへ　c　かべ　　d　かいべ

　　10、東西　a　とうさい　b　とうせい　　c　とうざい　　d　どうざい

　　11、冷戦　　a　れいぜん　b　らいせん　c　れいせん　d　らいぜん

　　12、崩れる　aくすれる　bくずれる　cたずれる　dおとずれる

3、成果主義の賃金体系の拡大が同じ職場での収入格差につながっている。

　　　勝ち組企業の中で勝ち組の社員、負け組の社員の選別が進む

　　13、賃金　a　やきん　　b　りんきん　c　ろんきん　d　ちんぎん

　　14、拡大　a　かくだい　b　かくたい　c　こくだい　d　こうだい

　　15、格差　a　がっさ　　b　かっさ　　c　かべつ　　d　かくさ

　　16、企業　a　ちぎょう　b　ぎぎょう　cきぎょう　　dきいぎょう

　　17、選別　aせんべつ　　bえらべつ　　cくいべつ　　dくらべつ

　　　4、広場は独立への希望に燃えた人々であふれている。

　　18、広場　a　こうじょう　b　ひろば　c　しょくば　d　こうば

　　19、独立　a　とくりつ　b　とっりつ　c　どっりつ　d　どくりつ

　　20、燃えた　a　やえた　b　もえた　　c　やけえた　d　くわえた

	得分

	 


(二)　次の下線の言葉の常用漢字を後のabcdから一つ選びなさい。（10点）

1、じゅうどう、けんどう、きゅうどうなどは、単にスポーツ競技であるだけではなく、れいぎやせいしんも重視し、心身ともに強くすることを目的としている。

21、じゅうどう　a　神道　　b　華道　　c　書道　　d　柔道

22、けんどう　　a　茶道　　b　剣道　　c　権道　　d　拳道

23、きゅうどう　a　弓道　　b　教導　　c　旧道　　d　修道

24、れいぎ　　　a　礼儀　　b　冷気　　c　来季　　d　礼数

25、せいしん　　a　誠心　　b　聖心　　c　清新　　d　精神

　2、人間が考えたりよそくしたりするきのうは、きおくによってささえられている。このきおくという働きに重要なやくわりを持つぶっしつが、最近ちゅうもくをあつめている。

26、よそく　　a　余則　　b　余測　c　予則　　d　予測

27、きのう　　a　帰腦　　b　機腦　c　帰能　　d　機能

28、きおく　　a　記憶　　b　気憶　c　記億　　d　気億

29、ささえ　　a　与え　　b　支え　c　備え　　d　囲え

30、やくわり　a　役張　　b　役柄　c　役配　　d　役割

31、ぶっしつ　a　物質　　b　物資　c　物賃　　d　物貸

32、ちゅうもく　a　着目　　b　衆目　c　注目　　d　集目

　3、このきっぷは、はつばいの日から一か月にかぎり、ゆうこうです。

33、きっぷ　　a　気風　　b　気風　c　切手　　d　切符

34、はつばい　a　販売　　b　発売　c　売出　　d　発出

35、かぎり　　a　限り　　b　可り　c　可切り　d　限切り

36、ゆうこう　a　有光　　b　有功　c　友好　　d　有効

4、銀行や商店にはぼうはんカメラなどのそうちがふきゅうし、とうなんをふせぐのに役立っている。

37、ぼうはん　a　妨犯　　　b　訪犯　　c　放犯　　d　防犯

38、そうち　　a　企置　　　b　設置　　c　装置　　d　処置

39、ふきゅう　a　普給　　　b　普及　　c　布給　　d　布及

40、とうなん　a　逃難　　　b　到難　　c　当難　　d　盗難

2、 語義　文法

	得分

	 


  (三)　次の文の　　の上の正しい言葉を後のabcdから一つ選びなさい。　　　

（20点）

１、誰　　　首相になっても、政治がよくなることはないのではないだろうか。

a　でも　　b　も　　c　か　　d　が

２、テレビに顔　　　出なければ、問題はおこらないだろう。

　 　　a　ほど　　b　かぎり　c　さえ　　d　こそ

３、漢字の読み方を調べる　　この辞書が便利だ。

　　　a　れば　　b　なら　　c　たら　　d　と

４、試験の結果の発表は、送付、　　　電話のいずれて行こうことになっている。

　　　a　もしくは　　b　そのうえ　　c　しかも　　　d　ならびに

５、一度休めば、職を失うことにも　　　かねない。

　　　a　なり　　　　b　なって　　　c　なった　　　d　なる

６、いらっしゃいませ。ご注文を　　　。

　　　a　お受けになります　　　bうけたまわります　

c　お聞きされます　　　　d　くださいます

７、A　鈴木さんのこと、ご存知ですか。

B はい 　　　　。

　　　a　ご存じです　　　　　　b　存じます　

c　存じ上げております　　d存じていらっしゃいます

８、来月、お見合いを　　　そうですね。

　　　a　する　　　　b　になる　　　c　される　　d　なさる

９、住民の反対に合い、問題解決は、　　　難しいと思われる。

　　　a　とうにか　　b　なんとか　　c　すっかり　d　きわめて

10、来年は受験だから、　　　のんびりしてはいられません。

　　　a　二度と　　　b　もう　　　　c　まだ　　　d　また

11、新聞によると、二千円札が発行されるという　　　だ。

　　　a　もの　　　　b　こと　　　　c　わけ　　　d　はず

12、約束したんですから、会わない　　　にはいきません。

　　　a　わけ　　　　b　ため　　　　c　はず　　　d　もの
13、自分のことだけでなく、相手の立場に立って考えることのできる人、それがおとなという　　　です。

　　　a　もの　　　b　はず　　　c　ところ　　d　べき
14、くだらないよ。おもしろくなんか　　　。

　　　a　あることか　b　あるものか　c　ところである　d　とおりである
15、患者さんには親切にする　　　。

　　　　a　ものである　b　ところである　c　ことである　d　とおりである
16、彼は経済的に成功し、尊敬されているのだが、この地域では悪人と言われ　　　。

　　　　a　かねる　　　b　きる　　　c　にくい　　d　がちだ
17、高校時代、成績に　　　山田君にまさる人はいなかった。

　　　　a　ついて　　　b　とって　　c　あって　　d　おいて
18、人間は自然　　　あまりに利己的なのではないだろうか。

　　　　a　について　　b　にとって　c　に対して　d　によって

19、この本は、読む　　　新しい発見がある。

　　　　a　ように　　　b　たびに　　c　とたんと　d　ばかりに
20、教師である　　　、子どもたちを公平に扱わなければならない。

　　　　a　以上　　　　b　以上に　　c　おかげで　d　ように
	得分

	 


(四)　次の言葉の意味を後のabcdから一つ選びなさい。（10点）

21、名誉を保たせる

a　顔を立てる　   b　 顔が大きい   c　顔が広い  d　顔が悪い

22、相談を聞く

a　手を貸す 　　  b　耳を貸す　   c　話しをする   d　話を切る

23、ひどく驚く

a　舌をふるう　   b 　舌を出す  　c　舌を巻く  　 d　舌が回る

24、注意を集中して一点を見詰める  

a　目を指す　　　 b　目がきつい　c　目を付ける  d　目を凝らす

25、非常に困る

a　心もとない　   b　心に駆ける　 c　頭が痛い  d　頭を抱える

26、道理が分かる

a　心当たり　　  b 　心入り　　  c　心苦しい　 d　心ある

27、悪事を絶つ

a　足が悪い　 　 b　足を引っ張る　 　 c 　足がつく　   d　足を抜く

28、災難が身にふりかかる

a　首が飛ぶ　　  b　首になる 　　　　 c首があぶない　  d　首が回らぬ

29、 めったに話さない

 a 　口惜しい　　  b 　口重い　　　　 c　口固め　　　　 d　口汚い

30、残念を残す

a　歯をかむ　   b　歯がはえる　　  c 　歯を磨く　    d　歯に合う

　　　三、　読　解

	得分

	 


(五)　次の文章を読んで後の問に答えなさい。（15点）

文章１（ 5点 ）

武蔵野の雑木山に住んで四十年以上になる。もとはといえば、戦争中に疎開して、自給自足をしていたので、炭を焼くために、雑木林は不可欠のものだったのである。輪伐といって、毎年林の一部分を伐採し、五年で一回りする。そのころには、最初に切った木が、成長しているというわけで、自然の循環は実にみごとに行われていた。今は炭を焼くこともなくなって、手持ちぶさたになった。ならやくぬぎは、野放図におおきくなり、毎年勢いのいい芽をふいて楽しませてくれる。

一口に新緑といっても、本当に美しいのは、生まれたばかりの柔らかい葉が露をふくんで、銀色に輝いている三、四日の間のことだろう。朝と夕方ではもう違って、みるみるうちに若葉となり、青葉になっていく。木漏れ日の中に、さまざまの野草を発見するのも ①そのころである。野草は気まぐれだから、年によって咲いたり咲かなかったりする。今年は寒暖の差が激しかったのが幸いしてか、いたるところにすみれが群生していた。消えたと思っていたえびねらんが、じゅうたんのようにびっしり咲いているのもうれしかったし、孤高を好むきんらんが、あちらに一つ、こちらに二つ、黄金の鈴をつけているのも可憐であった。

新緑のなかでも、柿だけは他の雑木とは趣が違い、青葉になるのに日数がかかる。それだけ若葉の時期が長いというわけで、薄緑の葉が初夏の日光を通して光り輝いている景色ほど新鮮なものはない。

「若葉して御目のしづくぬぐはばや」

この有名な芭蕉の句も、柿若葉を見て、鑑真和尚の暗黒の世界に思いを馳せたのではなかったか。それというのも、ほとんど失明に近かった私は、去年の秋、手術をして、やっと片目だけはよく見えるようになった。その目に映る今年の新緑は、生まれてはじめてみるもののように美しく、特に柿の若葉はまぶしいくらい目に染みる。そこで、この句の「若葉」も、唐招提寺のあたりに多く見られる柿に違いない。柿でなくてはならない、と直感したのであるが、若葉の露が、「御目のしづく」と響きあい、芭蕉の涙に融合していくあたり、 ②明暗二つの境を表現して余すところがない。

柿若葉といえば、毎年その季節になると、私の家では「柿ずし」を作る。正しくは「柿の葉ずし」といい、谷崎潤一郎の「陰翳礼讃」に作り方が書いてあったのが、いかにもおいしそうなのでまねてみた。酒で炊いたごはんの上に、酒の荒巻きを薄く切ってのせ、柿の葉で巻いたものを、箱に詰めて一晩圧しておくだけだが、柿のほのかなにおいに、酒の香りが混じって、素朴でしかも上品な味がする。吉野の名産だから、潤一郎が「吉野葛」を書いていたころ、土地の人に習ったのであろう。吉野では、今はさばを使っているが、 ③これはさけのほうがはるかにいい。

そのおすしを味わうために、私のこころは「吉野葛」や「陰翳礼讃」を読んだころの昔にかえる。そして、食糧には不足をしながら、あのころのほうが一般的にいって、味には今より敏感であったし、 ④ある意味ではぜいたくな暮らしをしていたのではないかと思う。私はグルメなどと言う言葉を信じないし、近頃はやりの ⑤「食べ歩き」にも興味はない。

雑木林が新緑を謳歌しているころ、そのかたわらでは竹の葉が音もなく散っている。散って、積もって、やがて肥やしとなるだろう。竹のこの春は、竹にとっての秋なのだ。これはどうすることもできない自然の摂理であるが、できることなら人間も、命の限り、力のすべてを子孫に伝えて、静かに散っていきたいものである。そう願ってはいるものの、自然のように美しくはいくまい。いや、明日のことなんかどうでもいい、ただ、今日のこの日を精一杯生きることができるならば。――この輝かしい新緑の季節に、ひたすら思うのはそれだけである。
問１　①の「そのころ」はどのよう時期を指すか。

A  木の芽が生まれたばかりのころ

B　朝と夕方のころ

C　若葉から青葉になっていくころ

D  日差しがまぶしいころ 
問２　②の「明暗の二つの境」というのは何と何を指すのか。

A  昼と夜

B　明るい気持ちと暗い気持ち

C　芭蕉の見える目と鑑真和尚の見えない目

D  日差しがあるところと木漏れ日があるところ 　

問３　③の「これ」とは何を指すか。

A  「柿の葉ずし」のこと

B　吉野の葛のこと

C　さけの荒巻きのこと

D  さばずしのこと

問４　④の原因は次のうちのどれか。

A  食料不足であったが、「柿の葉ずし」を食べていたから。

B　自然のもの、本物を食べていたから。

C　昔食料には不足で、人々は味に敏感だったから。

D  グルメな生活をしていたから。

問５　⑤はどのような意味か。

A  各地の名物を食べるために、あちらこちらを歩きまわすこと

B　忙しいので、食べながら歩くこと

C　町でぶらぶらして、おいしそうなものを見たら、すぐ食べに行くこと

D  旅行の時、自分の好きなものを持っていくこと

文章２（ 5点 ）
子どものころ、夢中になって遊んでいると、何時の間にやら日暮れが近い。「さあ、たいへんだ。おうちへかえらなくっちゃ」あわてて駆け出すその幼い、懸命の一歩一歩を、闇が大波のように追いかけてくる。夜が、世界を飲み込んでしまうのだ。「もうだめだ、夜につかまってしまう」と恐怖に体が凍りつきそうになったとき、行く手の残光の中に、ふいに朧ろな人影が浮かび上がる。「だれ」と思わず身をすくめるいともなく、その大きな見知らぬ影からは、この世界で一番やさしく、暖かい声が聞こえてきて、ぼくの名前を呼んでくれるのだ。僕の帰るのが遅いのを心配して、お母さんが途中まで迎えにきてくれていたのだ。ぼくは「わっ」と声をあげ、その影のぬくもりのなかに飛び込んでゆく。

① そういう時間が、昼と夜との間には必ずあった。昔の一日には、昼と夜という全く別の世界があって、その二つの世界の境目に、この「たそがれ」と呼ばれる不思議な時間がかくれていた。昼が終わり、夜が始まるとき、そいつはひょいっと現れて、ぼくらこどもを怖がらせたのだ。たそがれ、とは「誰そ彼」と書く。夕暮れになって、「あれは誰だ」と聞かなければならなくなる時刻のことだ。それは、親しい人が、見知らぬ人に見える、そんな恐ろしい時間なのだ。たそがれときをやさしいときと呼ぶ詩心もあるが、それは世界が怖いから、せめて人間はやさしくありましょう。世界が自分にとって少しでも優しいものであってほしいと望むなら、この私はそれを祈ってもっと良い子になりましょう、と世界とそう約束をする、そういう人間の願いの心を、賢く、尊く、唱えたものだともいえるだろう。つまり、たそがれときには、人はだれでもこうやって、自分や、自分の親しい人たちのことを密かに思いやり、自らを優しい人間に育て上げていたのだ。

その「たそがれ」が、いまはない。現代では、夜も昼間のように明るく、世界にやみはなくなった。電灯だけではない。情報という明かりも豊富にあって、人の心のやみをもたま放遂していった。いまではいつでも、どこでも、だれのことでも、よく見え、よく知っているから、何の不安も、世界を恐れることもない。その代り、みずから優しくなろう、という努力も必要なくなった。

そのことがぼくは恐ろしい、と思う。世界はなるほど真昼になったが、反対に人の心は夜の闇に包まれてしまったのではないか。

人間には、目を開いて、世界を見詰める能力があるのだが、同時にまた目を閉じて、世界を見詰める能力もあるのだ。目を開いて世界をよく認識し、そのすばらしさを尊敬するとともに、目を閉じて世界の底知らぬ深さをおそれ、その偉大さを知る。この時代、人は一日に一度眼を閉じて、自らの夜を作り、自らの優しさを賢く磨かねばならないだろう、とぼくは思う。

問６　①の「そういう時間」とはどのような時間のことか。

A  お母さんが迎えにきてくれていたとき

B　私が外で遊んでいたとき

C　たそがれのとき

D  闇の中の人影がお母さんのことだと分かったとき

問７　筆者は幼いころ「たそがれ」が怖いと思っていた理由で、本文に合わないのはつぎのどれか。

A  夜が世界を飲み込んでしまうと信じていた。

B　夜が始まるとき、たそがれはひょっと現れて、子どもたちを怖がらせた。

C　そのときに親しい人でも見知らぬ人に見えるからだ。

D  たそがれになる前、帰らないと、お母さんに叱られるからだ。

問８　筆者は「たそがれ」をどのようにとらえているか。

A  たそがれ時は景色が非常に美しい。

B　たそがれ時はお母さんのことをよく思い出す。

C　たそがれ時というのは人は自ら優しい人間に育て上げる時刻だ。

D  たそがれ時は何かを願ったら実現できる。

問９　現代には「たそがれ」がない理由として、本文の文意にあわないのはどれか。

A  どこかへ行っても、明かりばかりで、やみがない。

B　人々が忙しいから、短い「たそがれ」に気が付く暇がない。

C　情報がたくさんあって、人の心の闇はなくなった。

D  なんでもよく知っていて、不安もおそれもなくなった。

問10　本文の文意にあわないのはつぎのどれか。

A  目を閉じて、世界の偉大さが知れる。

B　目を閉じて、自らの優しさが磨ける。

C　目を閉じて、俗世会から逃げられる。

D  目を閉じて、世界をよく認識する能力が身に付けられる。

文章３（3点）
アイデンティティ

集団アイデンティティに関して、ブリューアーは次のように述べている。人には「同化」の欲求がある。この欲求は、大きな集団の一部になることで「私はみんなと同じだ」と感じ安心したい、ということである。同化の欲求は、その集団が大きければおおきほど、満足される。

しかし同時に、人は「分化」の欲求も持っている。これは自分は他の人とは違うし独自の存在であると思いたいと言う欲求である。この文化欲求は同化の欲求とは逆に、より小さな集団を選んで属するほど、満足される。小さな集団の方が、他の人間とは違うということが、もっとはっきりするからである。

日本人にも、このような分化と同化の欲求がある。ブランド物を持っている人たちを見てみよう。ブランド物を持っているひとたちは（  ①　）ことができるので、分化の欲求を満たすことができる。つまり、自分は他の人とは違うのだ、ということを示している。同時に、この人たちは、（　②　）ことができるから、「私も一緒」という安心感を得ることもできる。分化と同化の2つの欲求を同時に満たせるので、ブランド物はとても便利に使われている。
アイデンティティ：同一，同一性   
ブランド：　牌子，商标
問題11　次の４人のうち、分化の欲求が一番強いのはどれか。

A  「トイレに行くときも、友たちと一緒なの。」

B  「皆が見に行くような映画は見たくないわ。」

C  「流行の服を買うことが多いんです。」

D  「一人旅もグループ旅行も両方好きだよ。」

問題12　（  ①　）に入る説明として、最も適当なものを選びなさい。

A  ブランドを持っていない人たちとの違いを示す。

B  ブランドを持っている人たちとの違いを示す。

C  ブランドを持っていない人たちのグループから分かれる。

D  同じブランドを持っている人たちの集団から分かれる。

問題13　（　②　）に入る説明として、最も適当なものを選びなさい。

A  同じブランドを持つ集団に属し、同化する。

B  同じブランドを持つグラープから分化する。

C  違うブランドを持つ集団からも異なり、分化する。

D  違うブランドを持っているグラープには同化する。

文章４（2点）

豪雨や台風で傷だらけになった（ ① ）強震である。日本列島に住むことの過酷さをつくづく思い知らされる。美しい山河が一転して、濁流や土砂流に変じて私たちに襲い掛かる。「挙頭望山河、低頭思故郷」。西脇が好んで色紙にしたのが、（ ② ）の詩だという。美しい故郷の人々の救助と復興とが急がれる。
問題14　（　①　）の中の言葉はどれか。

A  ところで　　B  ところが　　C ところに　　D ところへ

問題15　（ ② ）の中の言葉はどれか。

　A  杜甫    B  李白    C  杜牧    D  白居易

第二部分  文学知識

	得分

	 


（六）次の文の　　の適当なものを後のabcdから適当な答えを一つ選びなさい。（10点）

　1　と　2　はおそらく日本文学史に出てくる最初の整った本のかたちをしたものであろう。日本の最早の物語は　3　である。最早の詩歌集は　4　である。最早の長編軍記物は　5　である。最早の短詩は　6　である。最早の有名な女流作家は　7　である。最早の現代小説評論は　8　である。　９　は旧式の手法を捨てた全く型破りの新式の近代的文学の代表作品である。　10　は1968年に日本人として最初のノーベル文学賞を受けた人である。

1、　a  日本書紀　　b  風土記　　c  天皇記　　　d 古事記 
2、　a  天皇記　　　b  風土記　　c  日本書紀　　d 古事記 
3、　a 源氏物語　　 b  竹取物語　c  保元物語　  d 平治物語

4、　a 万葉集　     b  古今和歌集　c  新古今和歌集　d  日本和歌集

5、　a 平家物語　   b  保元物語　  c  平治物語　　  d  源氏興衰記

6、　a  和歌　 b  短歌　c  俳句　d  長歌

7、　a  和泉部　    b  宮本百合子　c  与謝野晶子　 d  紫式部
8、　a 「小説真髄」 b 「小説概要」 c 「小説評論」  d 「小説神髄」
9、　a　「金色夜叉」　b　「たけくらべ」　c　「浮雲」　d　「五重塔」
10、　a　大江健三郎　　b　川端康成　　c　村上春樹　　d　渡辺淳一
	得分

	 


（七）次の作家とその作品を正しく選びなさい。その答えは後のabcdから最も適当なものを一つ選びなさい。（10点）

11 、鴨長明と　　　。

a「方丈記」　　b「徒然草」　c「太平記」　d「浮世草子」

12 、松尾芭蕉と　　　。

a「国姓爺活線」　b「奥の細道」　c「厭世詩家と女性」　d「三人妻」

13 、樋口一葉と　　　。

a「風流仏」　b「不如帰」　c「十三夜」　d「みだれ髪」
14、島崎藤村と　　　。

 a「蒲団」　b「窮死」　c「土」　d「家」
15、森鴎外と　　　。

 a「足跡」　b「田舎教師」　c「坊ちゃん」　d「舞姫」
16、夏目漱石と　　　。

 a「火の柱」　b「刺青」　c「草枕」　d「お目出たき人」

17、志賀直哉と　　　。

 a「或る女」　b「暗夜行路」　c「羅生門」　d「和解」
18、芥川龍之介と　　　。

 a「地獄変」　b「恩を返す話」　c「破戒」　d「野火」
19 、太宰治と　　　。

a「走れメロス」　b「太鼓」　c「沈黙」　d「鳥」

20、大江健三郎と　　　。

 a「山月記」　b「死者の奢り」c「ガラスの靴」　d「聖家族」
　第三部分　言語の総合応用

	得分

	 


(八)　次1～3の文を中国語に訳しなさい。（ 3点 ）次の4～5の文を日本語に訳しなさい。（　2点　）

１、素人の私は質についてはわからないが、大きさから見て、このダイヤが一番高そうに思う。まかさこれを買うつもりはないよね。
2、分譲マンションの金を払うとき、彼はその部屋を買うために父親が長年働いたことや、母親と質素な暮らしをしていたことを思わずにはいられなかった。

3、地球環境が破壊されているのは誰の目にも明らかである。そしてその破壊も人間自身に公害や災難として降りかかってきている。

4、真没出息，他连对方的脸都不敢看，更不要说和自己喜欢的女孩说话了。这就是所谓的“腼腆”吧。

5、阿依就要离开村子前的晚上，母亲拿出一口旧锅过来对她说：

“好吗，，阿依，这是你唯一的嫁妆啊！虽然脏了些，但是这口锅会使你幸福的啊。”

阿依呆呆地注视着母亲的脸。母亲把嘴凑近阿依的耳边，悄悄地打开了锅盖。

	得分

	 


(九)　作　文　（10点）

１、テーマ：　「人間の徳」についての考え方

　　２、字数：300～400字　　
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